
1 　子育て支援は必要！

2 　「親学び講座」ってどんなもの?  

１　エピソードを読みましょう。

２　グループワークをしましょう。

 【実施例】

【令和3年度】小・中・義務教育学校PTAのみなさんへ①

　「親学び講座」とは、保護者がグループワークを通して、親の役割や子供へのかかわり方を学び合う参加型の

学習会です。子育てに正解はありません。親同士で子育てについて話し合う中で、親自身が気づき、考え、成長

していくことをねらいとしています。

　全国調査によると、保護者の約７割

が、子育てについての悩みや不安を抱

えています。そのような保護者を支え

るためには、悩みを相談できる場や、

仲間づくりが大切だと考えています。

　そこで、県教育委員会では、「親を

学び伝える学習プログラム」を活用す

る「親学び講座」の推進に取り組んで

います。

　　【よく使われているプログラム】

P4　ついイライラしてしまうお母さん
P9・10　何時間やっているの！？
　　　　（スマホの使い方）
P7　子供同士のけんかに親がかかわり

「何時間やっているの！？」
　さくらさんは、スマートフォンを買ってもらいました。使用にあた

り、家族で話し合ってルールを作り、それを守っていくことを約束し

ました。

　しかし、半年がたち、さくらさんのルール違反の行動が目立つよう

になりました。

　　お父さん　：「さくら、約束の時間が過ぎているぞ」

　　さくらさん：「だって、連絡が来るから…もうちょっとだけ」

　　　　　　　　　※親学びノート(小・中学生編)　P９から抜粋

　エピソードの中の親や子供の気持ちを考え、グループで話し合います。

　日ごろより、親学び推進事業に、ご理解とご協力をいただきありがとうございます。

　子供たちも保護者のみなさんも、笑顔で過ごせるようにと願い、この通信を発行しまし

た。少しでもみなさんに「親学び」についてお伝えできればと思っています。どうぞよろ

しくお願いいたします。
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【親学びノート（小・中学生編）】

子供たちの健やかな成長を

願っています。
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5 　HP「子育てネッ!とやま」をご活用ください。

「親学び講座」に関する情報は、「子育てネッ！とやま」
http://www.pref.toyama.jp/sections/3009/hp/
に掲載しています。

「親学びノート」を含め、54あるプログラム、
手引きなどが取り出せます。

講座のアイディア、アンケートの様式が取り出せ
ます。

　　親学びに関する問合わせ先
 　　　【県教育委員会　生涯学習・文化財室】TEL 　076-444-3435(直通)   　FAX 　076-444-4434
　　　　                　　　　　　　　      　　E-mail　　yoshimi.seto@pref.toyama.lg.jp

　県では「推進リーダー」を養成する「『とや

ま親学び』研修会」を開催します。「親学び講

座をどのようにすればいいの？」「親学びに関

心がある」「体験してみたい」などという方

は、申込書（研修案内裏面）をＦＡＸかメール

でご提出ください。

　新型コロナウイルス感染症対策として定員が

あります。推進リーダーを優先しますことをご

了承ください。

「学ぶ」→
「親を学び伝える
　　学習プログラム」

「学ぶ」→
「推進リーダーの
　　　　みなさんへ」

　「親学び」を推進する「小中推進リーダー」を中学校区ごとに配置しています。「親学び講座」の開催につい

ては、「小中推進リーダー」にご相談ください。小中推進リーダーの問い合わせ先は、各市町村教育委員会の生

涯学習関係課にお問い合わせください。

　昨年度はコロナ禍のため、人数制限をして実施したり、形式を変えてアンケートを基に親学びのフィードバッ

クをしたりするなど、様々な工夫をして開催された学校がありました。開催方法や時期については、新型コロナ

ウイルス感染症の影響にご配慮いただきますようお願いいたします。

　参加者と先生方の声

　「親学び講座」の開催について

とてもよかった

57.5%

まあまあよかった

41.2%

あまりよくなかった

1.3%

Q：講座に参加されてどうでしたか。

それぞれの会場で内容が違います。

参加したい会場をお選びください。

コロナ禍でなかなか意見を聞く機会がなかったので、子育てや日常について、

他の人の意見を聞くことができてよかったです。

悩んでいることが自分だけではないことが分かりました。悩みも話せて気持ち

が軽くなりました。

核家族が多いので、他の保護者と話し合うよい機会だったと思います。

どの家庭も同じような悩みがあることが分かり、安心感をもたれたようでした。

今後の子供への対応に対する自信につながっていくと思います。
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